
述
べ
る
。
第
2
章
お
よ
び
第
3
章
で
は
、
佐
渡
市
の
更
正
図
の
特
徴
を
論
じ
る
。
第

4
章
で
は
、
島
最
大
の
都
市
で
あ
り
、
更
正
図
の
調
製
状
況
に
お
い
て
特
異
な
地
域

と
な
っ
て
い
た
相
川
町
地
区
を
取
り
上
げ
て
、
興
味
深
い
事
項
を
指
摘
し
た
い
。

❶
佐
渡
市
に
お
け
る
地
籍
図
の
保
管

（
1
）佐
渡
市
保
管
地
籍
図
の
所
在

　
平
成
一
六
年
三
月
一
日
に
佐
渡
島
内
の
一
〇
市
町
村

（
5
（

が
新
設
合
併
を
行
い
、
佐
渡

市
が
誕
生
し
た
。
平
成
二
一
年
現
在
、
佐
渡
市
の
地
籍
図
は
旧
市
町
村
毎
に
合
併
前

の
市
町
村
役
場
お
よ
び
一
部
の
支
所
（
現
出
張
所
）
で
保
存
・
管
理
さ
れ
て
い
る
。

　
佐
渡
島
内
に
お
け
る
地
籍
調
査
の
進
捗
と
地
籍
情
報
の
電
子
化
の
進
展
に
伴
い
、

本
庁
舎
（
佐
渡
市
発
足
後
は
支
所
等
と
し
て
存
続
）
に
移
管
さ
れ
て
い
く
傾
向
が
あ

る
。
平
成
二
一
年
五
月
現
在
、
旧
本
庁
舎
以
外
で
更
正
図
を
保
管
す
る
の
は
旧
相
川

町
高
千
支
所
（
佐
渡
市
高
千
連
絡
所
）
の
み
で
あ
る
。

（
2
）更
正
図
の
保
管
状
況

　
佐
渡
市
の
地
籍
図
は
、
合
併
前
の
市
町
村
ご
と
に
保
管
方
法
、
遺
存
状
態
が
大
き

く
異
な
る
。

は
じ
め
に

　
伝
来
の
経
緯
か
ら
区
別
す
る
場
合
、
地
籍
図
は
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る

（
1
（

。
法
務
局
保
管
の
も
の
、
市
町
村
役
場
の
税
務
関
係
の
も
の
、
地
元
の

旧
家
や
区
有
の
文
書
と
し
て
残
さ
れ
た
も
の
の
三
種
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
各
市
町

村
役
場
の
税
務
部
署
に
保
管
さ
れ
て
い
た
佐
渡
島
の
地
籍
図
、
と
り
わ
け
地
押
調
査

更
正
地
図
の
概
要
と
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

　
筆
者
は
、
平
成
一
二
年
、
平
成
二
〇
年
、
平
成
二
一
年
に
佐
渡
島
の
地
籍
図
を
閲

覧
・
調
査
す
る
機
会
を
得
た

（
2
（

。
特
に
平
成
二
〇
年
以
降
は
島
全
体
の
明
治
期
地
籍
図

の
調
製
状
況
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、
調
製
年
、
製
図
者
、
地
主
惣
代
、
村
長
の
デ
ー

タ
を
中
心
に
検
討
し
て
き
た
（
別
表
1
、
2
）。
そ
の
結
果
、
佐
渡
市
保
管
の
地
籍

図
の
ほ
と
ん
ど
は
、
地
押
調
査
更
正
地
図
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た

（
3
（

。
た
だ
し
、

少
数
で
は
あ
る
が
地
租
改
正
地
引
絵
図
等
も
保
管
さ
れ
て
い
る

（
4
（

。
よ
っ
て
、
佐
渡
市

保
管
の
明
治
期
地
籍
図
を
総
称
す
る
場
合
に
は
地
籍
図
と
称
し
、
地
租
改
正
地
引
絵

図
に
つ
い
て
は
地
租
改
正
図
、
地
押
調
査
更
正
地
図
に
つ
い
て
は
更
正
図
と
称
し
た

い
。

　
以
下
、
第
1
章
で
は
、
佐
渡
市
に
お
け
る
地
籍
図
の
保
管
と
遺
存
状
況
の
概
略
を

佐
渡
市
所
管
地
押
調
査
更
正
地
図
の
調
製
状
況
と
そ
の
特
徴
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旧
両
津
市
域
で
は
大
正
期
に
更
正
図
が
修
補
さ
れ
た
地
区
が
あ
る
。
中
で
も
使
用

頻
度
が
高
か
っ
た
で
あ
ろ
う
両
津
の
夷
町
地
区
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
六
年
に
再
度
、

謄
写
図
が
作
製
さ
れ
て
い
る
。

　
旧
金
井
町
の
も
の
は
一
枚
ご
と
に
裏
打
ち
が
施
さ
れ
、
同
一
寸
法
の
冊
子
に
綴
じ

ら
れ
た
状
態
で
保
管
さ
れ
て
お
り
、
良
好
な
状
態
に
あ
る
。

　
佐
渡
島
の
平
野
部
で
は
比
較
的
早
い
段
階
で
圃
場
整
備
事
業
が
行
わ
れ
た

（
6
（

。
こ
れ

に
よ
り
地
割
の
大
幅
な
変
更
が
あ
っ
た
地
域
の
更
正
図
は
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
た

め
、
状
態
が
良
い
こ
と
が
多
い
。

　
対
し
て
山
間
部
を
含
む
地
区
の
更
正
図
の
う
ち
、
使
用
頻
度
が
高
か
っ
た
も
の
は

破
損
が
目
立
つ
。

　
状
態
の
悪
い
図
は
早
急
に
修
補
が
必
要
だ
が
、
佐
渡
市
で
は
地
籍
情
報
の
電
子
化

が
ほ
ぼ
完
了
し
て
お
り
、
明
治
期
の
図
は
完
全
に
本
来
の
任
を
終
え
て
い
る
。
歴
史

資
料
と
し
て
評
価
し
修
補
を
行
う
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
3
）正
本
と
副
本
の
管
理
と
使
用

　
旧
小
木
町
域
で
は
正
本
と
副
本
の
二
冊
が
保
管
さ
れ
て
い
る
地
区
が
多
い
。
副
本

の
方
は
注
記
や
筆
界
変
更
な
ど
が
書
き
込
ま
れ
て
お
り
、
常
用
さ
れ
た
こ
と
が
分
か

る
。
正
本
は
袋
に
ま
と
め
て
一
括
保
管
さ
れ
て
お
り
、
状
態
は
極
め
て
良
い
。

　
旧
畑
野
町
の
中
心
市
街
地
で
あ
っ
た
畑
本
郷
と
畑
方
の
更
正
図
も
正
本
と
副
本
が

残
る
。
両
地
区
は
入
り
交
じ
り
が
激
し
く
、
冊
子
体
の
切
図
で
は
土
地
の
所
在
が
確

認
し
が
た
か
っ
た
た
め
か
、
一
方
を
冊
子
体
の
ま
ま
保
管
し
、
他
方
を
切
り
貼
り
し

て
超
大
判
図
と
し
て
い
る
。

　
他
に
も
正
本
と
副
本
の
よ
う
に
複
数
冊
子
が
遺
存
す
る
地
区
は
存
在
す
る
が
、
正

本
の
方
が
概
し
て
遺
存
状
態
が
良
好
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
両
方
が
日
常
的
な
閲
覧

に
使
用
さ
れ
た
た
め
、
両
方
と
も
劣
化
が
進
ん
で
い
る
地
区
も
存
在
す
る
。

❷
佐
渡
島
に
お
け
る
明
治
期
更
正
図
の
調
製
状
況

　
本
章
で
は
別
表
1
お
よ
び
2
に
基
づ
い
て
、
佐
渡
島
に
お
け
る
明
治
期
更
正
図
の

調
製
状
況
を
整
理
し
て
い
き
た
い
。

（
1
）調
製
時
期

　
図
2
は
、
現
存
す
る
明
治
期
更
正
図
の
調
製
時
期
を
示
す
。
た
だ
し
、
年
表
記
が

な
い
地
区
は
集
計
に
入
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
作
業
が
複
数
年
に
わ
た
る
場
合
や
修

補
さ
れ
た
場
合
な
ど
の
よ
う
に
、
年
表
記
が
複
数
あ
る
場
合
は
個
々
に
数
え
た
。
図

2
が
示
す
の
は
あ
ら
ま
し
に
過
ぎ
な
い
も
の
の
、
明
治
二
〇
年
代
初
頭
に
集
中
し
て

い
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。
例
え
ば
、
相
川
町
地
区
（
旧
相
川
町
）
で
は
明
治
二
一

年
に
集
中
的
に
調
製
さ
れ
て
い
る
。
相
川
町
地
区
以
外
の
全
島
で
み
た
場
合
、
明
治

二
三
年
が
ピ
ー
ク
と
な
る
。
そ
の
後
、
急
激
に
減
少
し
、
明
治
三
〇
年
代
に
は
ほ
と

ん
ど
調
製
さ
れ
て
い
な
い
。
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（
2
）調
製
単
位

　
佐
渡
市
保
管
の
地
籍
図
は
、
基
本
的
に
大
字
単
位
で
調
製
さ
れ
て
い
る
。
大
字
は

明
治
二
一
年
か
ら
二
二
年
に
か
け
て
の
町
村
合
併
で
消
滅
し
た
村
を
単
位
と
し
て
編

成
さ
れ
た
。
更
正
図
は
大
字
毎
に
一
冊
に
綴
じ
る
か
、
分
冊
さ
れ
て
管
理
さ
れ
て
い

る
。
山
間
地
の
み
を
別
冊
子
と
し
た
地
区
も
あ
る
。

　
そ
の
中
で
旧
真
野
町
の
旧
小
布
施
村
域
の
更
正
図
は
、
大
字
よ
り
も
古
い
段
階
の

単
位
で
あ
る
江
戸
後
期
の
天
保
郷
帳
の
村
ご
と
に
調
製
が
な
さ
れ
て
お
り
、
特
異
な

存
在
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
相
川
町
地
区
は
、
更
正
図
作
製
の
段
階
で
は
、
町
を
構
成
す
る
七
三
町
そ

れ
ぞ
れ
が
大
字
と
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
調
製
単
位
は
各
町
と
な
る
が
、
過
半
を
二

名
の
製
図
人
が
調
製
し
て
お
り
、
町
全
体
で
作
製
が
計
画
・
実
施
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　
全
図
に
つ
い
て
は
大
字
単
位
で
作
製
さ
れ
た
も
の
と
村
を
単
位
と
し
て
作
製
さ
れ

た
も
の
の
両
方
が
存
在
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
縮
尺
三
〇
〇
〇
分
の
一
で
あ
る
が
、

残
さ
れ
て
い
る
地
域
は
多
く
な
い
。

❸
佐
渡
島
更
正
図
の
体
裁
と
関
係
者
の
検
討

（
1
）体
裁

　
図
3
お
よ
び
4
は
、
佐
渡
市
保
管
の
一
般
的
な
更
正
図
で
あ
る
。
道
路
を
朱
色
、

水
路
を
水
色
で
彩
色
し
て
い
る
。
畦
畔
は
朱
の
破
線
で
表
現
さ
れ
て
お
り
、
棚
田
の

よ
う
な
状
態
の
場
合
は
、
図
4
の
中
央
部
に
あ
る
よ
う
に
、
朱
の
破
線
が
重
ね
ら
れ

て
棚
田
斜
面
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
外
は
基
本
的
に
無
彩
色
で
あ
る
。

　
図
3
と
4
は
、
描
か
れ
た
地
域
や
時
期
、
製
図
者
が
異
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
似
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た
体
裁
と
な
っ
て
い
る
。
地
押
調
査
に
際
し
て
は
、
明
治
二
〇
年
の
『
町
村
地
図
調

製
式
及
更
正
手
続
』『
町
村
製
図
略
法
』
な
ど
に
よ
り
図
の
体
裁
や
作
成
方
法
に
関

し
て
統
一
的
な
基
準
が
国
か
ら
示
さ
れ
て
お
り

（
7
（

、
体
裁
の
統
一
が
取
ら
れ
て
い
る
。

（
2
）文
字
表
記

　
表
題
の
ほ
か
、
調
製
年
、
製
図
者
名
、
地
主
惣
代
名
、
村
長
名
が
記
さ
れ
る
の
が

通
例
で
あ
る
。
図
に
よ
り
い
く
つ
か
の
要
素
を
欠
く
も
の
も
あ
る
。
表
題
は
「
金
泉

村
大
字
下
相
川
拾
二
番
小
木
袋
拾
二
枚
ノ
内
八
号
」
の
よ
う
に
、
地
区
内
で
の
通
番

と
字
名
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
字
の
単
位
を
○
○
袋
と
呼
称
す

る
例
は
佐
渡
各
地
で
確
認
で
き
る
。

　
調
製
年
は
年
月
の
み
の
記
載
が
最
多
だ
が
、
年
の
み
の
記
載
も
多
く
、
年
月
日
ま

で
詳
細
に
記
載
さ
れ
た
図
も
存
在
す
る
。

　
地
番
と
地
目
が
黒
色
で
記
入
さ
れ
、
土
地
の
等
級
が
朱
色
で
記
入
さ
れ
て
い
る
。

縮
尺
は
、「
曲
尺
壱
分
ヲ
以
テ
壱
間
ト
ス
」
と
あ
る
よ
う
に
約
六
〇
〇
分
の
一
で
あ
る
。

（
3
）地
主
惣
代
の
署
名
・
捺
印
の
あ
り
方

　
更
正
図
の
内
容
を
裏
打
ち
す
る
た
め
の
地
主
惣
代
や
村
長
の
署
名
・
捺
印
は
、
地

区
・
図
ご
と
で
有
無
が
異
な
る
。
地
主
惣
代
の
呼
称
を
「
区
長
」「
担
当
人
」「
担
当

委
員
」
と
称
す
る
地
区
も
存
在
す
る
。

　
惣
代
人
数
が
一
名
の
地
区
も
あ
れ
ば
、
複
数
の
地
区
も
あ
る
。
ま
た
、
図
に
よ
り

惣
代
が
替
わ
る
地
区
も
あ
る
。
旧
新
穂
村
の
安
国
寺
地
区
の
よ
う
に
地
主
惣
代
と
製

図
者
と
を
兼
ね
る
事
例
も
存
在
す
る
。
地
主
惣
代
の
記
載
内
容
は
、
地
区
ご
と
の
有

力
者
を
知
る
上
で
有
効
な
資
料
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
が
、
分
析
に
つ
い
て
は
割

愛
す
る
。

（
4
）製
図
者
の
存
在
形
態

　
製
図
者
も
地
主
惣
代
同
様
に
、
一
名
で
地
区
全
て
を
担
当
す
る
ケ
ー
ス
、
複
数
人
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図 5　�主な製図者の活動範囲

表 1　主な製図者の居住地

製図者名 住所記載

市橋栄吉 吉井村大字大和
山本泰蔵 金沢村大字新保
三浦公明 加茂郡吉井村共営社員
遠藤徳平 （真野村）大字大川
尾竹楳吉 新潟区学校町
岡田貞吉 中蒲原郡白根町
柳川権左右 西蒲原郡矢作村大字矢作第85番戸
野口善七 中頸城郡瀧寺村
沼上貫一 中頸城郡高田中中殿町，中頸城郡高城村
桝谷国松 三島郡寺泊町
中野信多 古志郡長岡本町



で
製
図
を
分
担
す
る
ケ
ー
ス
、
図
毎
に
製
図
者
が
替
わ
る
ケ
ー
ス
な
ど
、
多
様
で
あ

る
。

　
例
え
ば
旧
相
川
町
の
石
花
地
区
の
製
図
者
の
場
合
、
複
数
人
が
図
毎
に
入
れ
替

わ
っ
て
い
る
が
、
永
野
武
平
、
本
間
梅
吉
、
山
本
泰
蔵
の
三
名
に
つ
い
て
は
居
住
地

が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
永
野
武
平
や
本
間
梅
吉
は
他
地
区
で
は
名
が
見
え
ず
、
居
住
地
で
あ
る
石
花
の
作

業
の
み
に
従
事
し
て
い
た
と
考
え
え
ら
れ
る
。

　
山
本
泰
蔵
は
、
居
住
地
で
あ
る
新
保
（
旧
金
井
町
）
の
ほ
か
、
石
花
と
そ
れ
に
隣

接
す
る
後
尾
で
製
図
を
行
っ
て
い
る
。
新
保
と
石
花
・
後
尾
は
比
較
的
離
れ
て
い
る

が
、
大
佐
渡
山
地
を
挟
ん
だ
反
対
側
に
あ
た
る
。
村
落
間
の
交
流
を
背
景
と
し
て
製

図
者
と
し
て
石
花
・
後
尾
に
赴
い
た
と
推
定
で
き
よ
う
。

　
複
数
地
区
の
製
図
者
と
な
っ
て
い
る
主
な
人
物
の
居
住
地
を
表
1
に
掲
げ
た
。
図

5
は
地
区
数
が
多
い
者
の
製
図
地
区
を
図
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
和（
旧
金
井
町
）

の
市
橋
栄
吉
は
、
居
住
地
や
隣
接
す
る
安
養
寺
（
旧
金
井
町
）
の
ほ
か
、
旧
相
川
町

の
北
片
辺
、
旧
真
野
町
の
竹
田
、
吉
岡
、
真
野
、
旧
両
津
市
の
長
江
、
潟
端
と
広
範

な
活
動
の
足
跡
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
方
で
島
外
者
が
製
図
を
担
当
す
る
こ
と
も
多
い
。
表
1
は
島
外
居
住
者
に
つ
い

て
も
掲
載
し
た
。
新
潟
（
学
校
町
）
や
長
岡
（
本
町
）、
高
田
（
中
々
殿
町
）
な
ど

の
新
潟
県
の
主
要
都
市
や
そ
の
近
傍
か
ら
製
図
者
が
来
て
お
り
、
新
潟
県
外
は
見
え

な
い
。

　
島
外
か
ら
の
製
図
者
は
島
内
各
所
で
活
動
し
て
い
る
者
が
多
い
。
例
え
ば
新
潟
区

学
校
町
の
尾
竹
楳
吉
は
、
下
戸
（
旧
相
川
町
）、
河
内
、
多
田
（
旧
畑
野
町
）、
東
鵜

嶋
（
旧
両
津
市
）
の
四
地
区
で
調
製
し
て
い
る
。

　
島
外
者
は
い
か
な
る
背
景
の
も
と
、
佐
渡
島
の
更
正
図
を
調
製
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
考
え
る
上
で
旧
赤
泊
村
の
三
地
区
の
製
図
者
で
あ
る

桝
谷
国
松
は
興
味
深
い
。
桝
谷
は
、
赤
泊
と
本
州
と
の
連
絡
航
路
の
本
州
側
の
港
町

で
あ
っ
た
寺
泊
在
住
で
あ
る
。
航
路
の
存
在
に
よ
り
示
さ
れ
る
両
地
域
間
の
つ
な
が

り
を
背
景
と
し
て
製
図
者
が
呼
ば
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
以
上
か
ら
製
図
者
は
、
居
住
者
か
ら
任
に
当
た
り
う
る
人
を
選
ん
で
充
て
る
の
が

一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
、
適
当
な
人
材
が
居
な
い
場
合
や
作
業
量
が
膨
大
な
た
め
人

手
が
足
り
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
隣
接
地
域
や
関
連
が
深
い
地
域
か
ら
適
当
な
人
間
を

呼
び
寄
せ
て
作
業
を
し
て
い
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

　
製
図
者
は
、
政
府
か
ら
の
体
裁
や
作
業
方
法
に
関
わ
る
詳
細
な
指
示
を
理
解
し
た

上
で
、
図
面
の
調
製
に
あ
た
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
製
図
者
は
、
い
か
な
る
社
会

的
な
立
場
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
関
し
て
、
相
川
町
の
製
図
に
当
た
っ
た

杉
山
熊
太
郎
に
つ
い
て
興
味
深
い
事
実
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
杉
山
は
、
明
治
二

七
年
に
高
千
村
（
旧
相
川
町
）
の
高
千
青
年
学
会
の
代
表
を
つ
と
め
た
人
物
で
あ
っ

た
（
8
（

。
　
な
お
、
図
面
の
巧
拙
に
関
し
て
は
、
島
内
島
外
問
わ
ず
、
比
較
的
離
れ
た
場
所
に

あ
る
複
数
の
旧
町
村
の
更
正
図
を
調
製
し
て
い
る
、
専
門
的
で
あ
ろ
う
製
図
人
に
よ

る
図
の
方
が
判
型
の
統
一
が
見
ら
れ
、
線
の
太
さ
も
安
定
的
な
傾
向
が
あ
る
。

❹
相
川
町
地
区
に
お
け
る
更
正
図
の
作
製
と
そ
の
特
徴

　
本
章
で
は
、
明
治
期
の
佐
渡
最
大
の
都
市
で
あ
り
、
更
正
図
作
製
の
段
階
で
町
を

構
成
す
る
七
三
町
そ
れ
ぞ
れ
が
大
字
と
さ
れ
て
い
た
相
川
町
地
区
の
更
正
図
に
注
目

し
、
そ
の
特
徴
を
紹
介
し
た
い
。

（
1
）更
正
図
作
製
の
進
展
と
体
裁
の
不
統
一

　
相
川
町
地
区
の
更
正
図
は
一
冊
に
綴
じ
ら
れ
た
状
態
で
保
管
さ
れ
て
い
る
。
表
紙

に
は
「
相
川
町
字
図
」
と
あ
る
が
、
新
し
い
時
期
に
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
表
紙
裏
に
貼
り
付
け
ら
れ
た
目
次
の
欄
外
に
は
、
一
町
目
浜
町
、
四
町
目
浜
町
、

新
浜
町

（
9
（

、
広
間
町
、
勘
四
郎
町
、
銀
山
町
の
六
地
区
の
図
面
が
未
提
出
で
あ
る
と
記

さ
れ
て
い
る
。
一
町
目
浜
町
と
四
町
目
浜
町
は
目
次
欄
末
に
追
記
さ
れ
て
お
り
、
遅

れ
て
提
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
四
町
目
浜
町
の
図
面
は
現
存
し
な
い
。
ま
た
、
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下
山
之
神
町
と
海
士
町
の
更
正
図
が
目
次
に
は
載
っ
て
い
な
い
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。

海
士
町
は
、
町
の
規
模
や
歴
史
は
他
の
相
川
町
地
区
の
大
字
と
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、

明
治
二
二
年
に
相
川
町
と
合
併
し
た
町
で
あ
る
。
よ
っ
て
目
次
作
製
は
合
併
以
前
に

行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

（
（（
（

。

　
当
初
、
未
提
出
で
あ
っ
た
一
町
目
浜
町
の
図
（
図
6
）
は
、
最
古
の
調
製
年
と
な

る
明
治
一
九
年
九
月
の
も
の
で
あ
る
。
道
路
の
赤
、
水
路
の
青
以
外
の
彩
色
が
さ
れ

て
い
な
い
更
正
図
と
は
異
な
り
、
地
種
ご
と
に
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
る
。
一
町
目
浜

町
は
他
町
の
よ
う
に
新
規
に
図
を
調
製
す
る
の
で
は
な
く
、
以
前
に
作
製
し
た
丈
量

絵
図
を
も
っ
て
地
押
調
査
に
基
づ
く
更
正
地
図
に
充
て
た
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
二

〇
年
八
月
の
柴
町
の
図
も
同
体
裁
で
あ
り
、
同
様
の
事
情
が
推
測
で
き
る
。

　
明
治
二
一
年
七
月
作
製
の
夕
白
町
（
図
7
）
や
弥
十
郎
町
の
図
も
佐
渡
島
の
一
般

的
な
更
正
図
と
は
異
な
る
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
一
町
目
浜
町
、
柴
町

の
地
籍
図
の
宅
地
は
彩
色
さ
れ
て
い
な
い
の
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
は
宅
地
を
黄
色
に

彩
色
し
て
い
る
と
い
う
違
い
が
存

在
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
旧
相
川
町
地
区
は

他
の
地
域
と
異
な
り
、
図
の
体
裁

に
不
揃
い
が
目
立
つ
。
相
川
町
地

区
を
構
成
す
る
町
が
個
々
に
大
字

と
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
一
因
と
し

て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
3
）明
治
期
更
正
図
が
存
在
し
な
い
区
域
と
鉱
山
局
用
地

　
旧
相
川
町
地
区
に
は
更
正
図
が
存
在
し
な
い
区
域
が
あ
る

（
（（
（

。
ま
た
、
図
8
の
北
澤

町
の
よ
う
に
、
町
の
規
模
に
比
べ
描
か
れ
て
い
る
範
囲
が
本
来
の
町
域
の
、
ご
く
一

部
に
限
定
さ
れ
て
い
る
町
も
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
態
の
更
正
図
は
、
図
9
に
示
す
よ
う
な
坂
下
町
、
北
澤
町
、
下
山

之
神
町
、
弥
十
郎
町
、
夕
白
町
、
大
工
町
、
諏
訪
町
、
庄
右
衛
門
町
の
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
図
が
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
勘
四
郎
町
を
含
め
て
、
北
澤
と
呼
ば
れ
る
谷
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図 6　�雑太郡相川壱丁目濱町丈量絵図

図 7　�夕白町更正図

図 8　�雑太郡相川北澤町全図

図 9　�明治期更正図で描かれない区域



（
1
） 　
佐
藤
甚
次
郎
『
明
治
期
作
成
の
地
籍
図
』
古
今
書
院

　
一
九
八
六
年
、
同
『
公
図
―
読
図
の

基
礎
』
古
今
書
院

　
一
九
九
六
年
な
ど

（
2
） 　
拙
稿「
佐
渡
国
中
平
野
の
条
里
地
割
分
布
に
関
す
る
研
究
の
現
状
と
基
礎
資
料
の
遺
存
状
況
」

『
佐
渡
・
越
後
文
化
交
流
史
研
究
』
二

　
二
〇
〇
二
年

（
3
） 　
壬
申
地
券
地
引
絵
図
、
地
租
改
正
地
引
絵
図
、
地
押
調
査
更
正
地
図
な
ど
が
明
治
期
作
製
の

代
表
的
な
地
籍
図
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

（
4
） 　
小
木
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
は
明
治
九
年
の
地
租
改
正
図
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

地
籍
図
で
は
な
い
が
、
松
ヶ
崎
連
絡
所
に
は
文
化
年
間
の
石
井
夏
海
の
指
導
に
よ
る
と
さ
れ
る

村
絵
図
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。

（
5
） 　
両
津
市
、
相
川
町
、
佐
和
田
町
、
金
井
町
、
新
穂
村
、
畑
野
町
、
真
野
町
、
小
木
町
、
羽
茂

町
、
赤
泊
村
の
一
市
八
町
九
村
で
あ
る
。
以
下
、
地
区
名
表
記
の
際
は
、
原
則
と
し
て
平
成
合

併
以
前
の
旧
市
町
村
名
を
併
記
し
て
地
区
の
お
お
よ
そ
の
位
置
を
示
す
。

（
6
） 　
前
掲
註
2

（
7
） 　
前
掲
註
1

（
8
） 　
石
瀬
佳
弘
「
明
治
中
期
に
お
け
る
青
年
の
研
修
活
動
と
佐
渡
学
会
連
合
会
」
佐
渡
伝
統
文
化

研
究
所
年
報
二
〇
〇
六
年
度
版

　
二
〇
〇
八
年

（
9
） 　
新
浜
町
の
名
が
町
名
に
つ
く
の
は
、
一
町
目
か
ら
四
町
目
の
各
新
浜
町
の
み
で
あ
る
。
一
町

目
か
ら
三
町
目
は
現
存
す
る
の
で
、
未
提
出
の
新
浜
町
と
は
四
町
目
新
浜
町
と
推
測
で
き
る
。

（
10
） 　
下
山
之
神
町
は
相
川
町
地
区
の
一
大
字
で
あ
り
、
単
純
な
脱
落
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
11
） 　
他
に
は
旧
両
津
市
の
大
川
、
旧
畑
野
町
の
河
内
、
扶
田
、
三
宮
、
旧
相
川
町
の
姫
津
の
更
正

図
が
確
認
で
き
な
い
。

（
12
） 　
前
掲
註
2

註

筋
に
連
続
的
に
存
在
す
る
。

　
更
正
図
が
存
在
し
な
い
か
、
存
在
し
て
も
ご
く
一
部
の
み
の
町
は
、
明
治
期
金
銀

山
の
生
産
施
設
が
存
在
す
る
地
域
で
あ
っ
た
。
明
治
期
の
金
銀
山
は
皇
室
に
属
す
る

鉱
山
局
用
地
と
な
っ
て
お
り
、
課
税
の
た
め
の
図
で
あ
る
更
正
図
の
描
画
対
象
外
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
同
様
の
理
由
か
ら
、
佐
渡
金
銀
山
の
象
徴
と
さ
れ
る
道
遊
の
割
戸
付
近
も
更
正
図

で
は
描
か
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
更
正
図
が
残
っ
て
い
な
い
こ
と
自
体
が
、
相
川
金

銀
山
の
歴
史
的
な
経
緯
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
佐
渡
の
国
中
平
野
は
戦
後
の
米
軍
の
空
中
写
真
撮
影
以
前
に
圃
場
整
備
が
行
わ
れ

て
お
り
、
更
正
図
は
歴
史
的
景
観
を
復
原
す
る
上
で
必
要
不
可
欠
で
あ
る

（
（（
（

。
相
川
や

小
木
の
よ
う
な
歴
史
的
な
町
並
み
の
変
化
に
関
し
て
も
、
他
の
時
代
の
絵
図
・
地
図

と
更
正
図
、
さ
ら
に
は
現
況
と
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ほ
ぼ
全
島

分
揃
っ
て
い
る
更
正
図
は
、
歴
史
的
な
重
層
性
を
も
っ
た
佐
渡
の
景
観
変
遷
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
今
後
は
こ
れ
を
活
用
し
た
調

査
・
研
究
が
求
め
ら
れ
る
。

［
付
記
］

　
閲
覧
・
調
査
に
際
し
て
は
、
佐
渡
市
の
関
係
各
位
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
記

し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
本
稿
の
う
ち
、
相
川
お
よ
び
近
隣
地
区
は
、
平
成
二
〇
年
度
新
潟
県

　
大
学「
知

の
財
産
」
活
用
事
業
「
佐
渡
金
銀
山
世
界
遺
産
登
録
に
当
た
っ
て
の
ま
ち
な
み
調
査
と
整

備
・
活
用
の
提
言
」
事
業
の
調
査
委
託
成
果
に
よ
る
。
相
川
以
外
の
地
域
は
、
平
成
二
〇

～
二
一
年
度
科
研
費
（
挑
戦
的
萌
芽
研
究20650034

）「
佐
渡
歴
史
空
間
ア
ー
カ
イ
ブ
の

構
築
に
む
け
た
基
礎
資
料
の
作
成
」
の
成
果
に
よ
る
。
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（
新
潟
大
学
人
文
学
部
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
研
究
協
力
者
）

（
二
〇
一
〇
年
九
月
二
八
日
受
付
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
三
〇
日
審
査
終
了
）
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20
11
年

3
月 別表 1　佐渡市所管更正図一覧

自治体変遷
大字 作製年 製図者 地主惣代 村長等 備考平

15 昭 28 明 22

二見村

二見 明治 24 年 7 月 野口善七 平藤嘉吉，古藤亀太郎 藤澤維寳
米郷 明治 22 年 2 月 金子市郎 渡邉嘉十郎，金子寿作，坂口惣十郎 藤澤維寳
稲鯨 明治 22 年 11 月 岡田貞吉（中蒲原郡白根町） 岩崎佐吉 中川亀蔵
橘 明治 22 年 8 月 8 日 矢嶋東作（五十里町）
高瀬 明治 22 年 2 月 金子市郎
大浦 明治 23 年 小泉信（五十里町字籠町） 中川忠蔵 藤澤維寳

相川町 鹿伏 明治 22 年 12 月 岡田貞吉

下戸 明治 21 年 尾竹楳吉，遠藤伝次，野口熊次郎，
平井貞光（以上　新潟区学校町） 林与平 石井秀二郎（相

川町助役） 助役署名は後筆

相川町 海士 別表 ２

羽田 明治 21 年 風岡宇吉 風岡弥平 石井秀二郎（相
川町助役） 助役署名は後筆

相川 73 ヶ町 別表 ２
下相川 明治 23 年 9 月 杉山愛三 中村勘四郎，播磨弥太郎 本間佐内
小川 明治 20 年 吉田銀十郎 渡邉作平，菊地甚蔵 本間佐内 全図あり（3000 分の 1，明治 22 年 9 月調製）

金泉町 達者 明治 24 年 3 月 中野信多（古志郡長岡本町） 三浦岩蔵，本間伝蔵 全図あり（3000 分の 1）
姫津 所蔵不明

金泉村 北狄 明治 20 年 吉田銀十郎 北見倉次郎，北見長五郎 本間佐内
戸地 明治 20 年 吉田銀十郎 三浦国蔵，金津紋四郎 田中善蔵

戸中 渡邉孫作，中野信多，今井角治（大
字姫津） 中堀市太郎，古土源五郎 田中善蔵，今井

唯次郎

相
川
町

南片辺 明治 22 年 1 月 戸田清之助 寺尾増蔵，平城文蔵 田中善蔵
北海村 北片辺 明治 23 年 2 月 市橋栄吉 北条辰藏，北山平吉，斎藤文蔵 田中善蔵 北海村全図あり（3000 分の 1）

石花 明治 22 年 12 月
山本泰蔵（大字新保），永野武平（大
字石花），本間八十吉，山本利喜蔵，
本間梅吉（大字石花）

田中甚吉郎，佐田利喜蔵 田中善蔵

後尾 明治 23 年 7 月 山本泰蔵
高千村 北河内 明治 21 年 11 月，10 月 山本亦蔵，近藤伊之造 田中弁蔵 斎藤佐内

北立島 明治 23 年 7 月 柳下健蔵，平井彦三郎，新保吉三郎 室岩与次郎
入川 明治 23 年 11 月 武内清蔵 立野仙次郎 斎藤佐内

高千村 高千 明治 23 年 11 月，明治 26 年
4 月

新保吉三郎，臼井熊雄，稲場佐市，
武内清蔵 滝下平吉，大谷忠蔵，中濱兼松 斎藤佐内

北田野浦 明治 23 年 11 月 加藤銀二，新保吉三郎 濱村久吉 斎藤佐内
小野見 明治 23 年 7 月 稲場佐市 大谷忠蔵 斎藤佐内
石名 明治 20 年 前田長太郎 土屋佐伝次，辻八郎，神崎周蔵 斎藤佐内

小田 明治 23 年，明治 23 年 7 月，
明治 25 年 8 月，明治 20 年 稲場佐市 池平左衛門 田上績

大倉 明治 23 年 7 月 板垣万五郎 菊池長蔵，梶原亀次郎，梶原平蔵 田上績

外海府村 外海府村 矢柄 明治 23 年 4 月，明治 21 年
10 月 市橋栄蔵，堀江梅吉 石地友次郎 田上績

明治 35 年 1 月訂正で製図者新保吉三郎，総代森下米
吉のものあり。大正 5 年 12 月の総代三島八十吉の図
あり。

関 明治 23 年 10 月 堀江梅吉 宮下六蔵 田上績
五十浦 明治 23 年 11 月 前田長太郎，田中善次，田中善二郎 川辺留次 田上績
岩谷口 明治 22 年 11 月 品川冨士松 北澤半平 田上績
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沢根町村 沢根村 野口善七

真藤林平，佐々木久右衛門，佐々木
音吉，畑福新三郎，山本金一郎，山
本金太郎，式部作蔵，式部由蔵，中
村与四蔵，山本彦平

山本兵三郎 沢根町村全図（3000 分の 1）あり

沢根町 沢根町 明治 22 年 7 月 野口善七 青野半五郎，金子芳太郎 山本兵三郎
五十里籠町 明治 23 年 12 月 12 日 小泉熊太郎 水上多作

五十里町 五十里 明治 25 年 6 月 金沢善賢，村田万七，小泉熊太郎
（朱線抹消）

加藤長次郎，末武弥三吉，本間喜十
郎，伊藤林蔵，中川立平，土屋鷹蔵 末武久次

五十里炭屋町 明治 23 年 12 月 小泉熊太郎 紀伊平
窪田

青野 沼上貫一
加藤惣一郎，茨城五郎，稲場栄蔵，
小林安三郎，茨城九郎次，武蔵伊太
郎

北岡源左衛門
（助役）

佐
和
田
町

野田村

山田 明治 26 年 12 月 沼上貫一（中頸城郡高城村），伊藤
与文次

加藤惣一郎，茨城五郎，稲場栄蔵，
小林安三郎，茨城九郎次，武蔵伊太
郎，片岡源左衛門，菊地多蔵，高野
清蔵，内藤松太郎，高野清十郎，丹
保彦麿，高野幾蔵，打越俊蔵，上坂
千代松，冨田与左衛門

小杉忠三郎 調製年は山の地籍図のもの。それ以外には作製年記載
なし

二宮村 二宮村 明治 22 年 3 月，明治 26 年
12 月 沼上貫一，伊藤与文次，上野巳之吉 本間又平，林吾市，大谷治之蔵 小杉胤次 全図（3000 分の 1，明治 25 年 7 月訂正，製図者伊藤

与文次）あり

真光寺 明治 26 年 12 月 本間章，北守賀寿摩，齋川弥平，伊
藤与文次

金田龍蔵，仲島泰蔵，藤井吉蔵，奥
善吉，古林勘十郎，太田万平，小山
宇吉，本間権七

本間久太郎

上長木 明治 23 年 10 月 山田喜一郎 尾崎謙次郎（区長） 本間久太郎
二宮村 下長木 明治 23 年 10 月 山田喜一郎 伊勢川清蔵（区長） 本間久太郎 全図（3000 分の 1，明治 21 年 11 月）あり。

上矢馳 明治 23 年 11 月 山田喜一郎 土屋長四郎（区長） 本間久太郎 全図（3000 分の 1，明治 21 年 11 月）あり。

石田 明治 25 年 沼上貫一，河野徳次 渡邉重蔵，近藤吉左衛門，名畑清次
郎，近藤頼蔵，名畑喜市 全図（3000 分の 1，明治 22 年 4 月）あり。

市野沢 明治 23 年 12 月 伊藤与文次 遠藤作太郎，本間銀蔵 稲葉鶴蔵

中原 明治 23 年 12 月 沼上貫一（中頸城郡高田中中殿町） 矢田秋世，近藤仲蔵，近藤兼蔵，市
川源六，近藤善吉 佐々木宅蔵 村長署名は明治 26 年 11 月。全図（3000 分の 1）あり。

河原田町 川原田町 川原田町
川原田諏訪町 明治 29 年 1 月 伊藤藤三郎，渡部利三郎 近藤久右衛門
八幡村 後藤半助

八幡村 八幡村 八幡町 明治 21 年 8 月 関川善吉
八幡新町 明治 27 年 5 月 村岡太一郎

金
井
町

平泉村
平清水 明治 22 年 2 月，明治 23 年 斎川弥平，米津作蔵，本間章， 城鳥久蔵

泉 明治 24 年 3 月 吉田銀十郎 北見権平，佐々木三十郎，北條八十
八 北見新平

金沢村 中興 明治 22 年 8 月，明治 23 年
8 月，明治 23 年９月

藍原儀八，近藤猪蔵，池与作，堀完
治 計良藤四郎 植田五之八

金沢村 千種 明治 23 年 12 月 浅嶋万平，本間忠吉 清水与平，上杉弥平次，安田吉平 植田五之八
新保 明治 23 年，明治 26 年 山本泰蔵 近藤文蔵，片山酉蔵，川原慶太

貝塚 明治 23 年 8 月 中川喜八 大崎亀蔵，大蔵広吉，石川孫三郎，
川上愛蔵，野潟平作

吉井村 吉井村
大和 明治 23 年 11 月，明治 25 年

3 月，明治 26 年 3 月
市橋栄吉，加藤易三，北見賢治，田
上清三郎 加藤松蔵，本間吉十郎 長野三忠

安養寺 明治 23 年 12 月 市橋栄吉（大字大和） 仲川弥市郎，須藤栄蔵 長野三忠
吉井本郷 野口善七（中頸城郡瀧寺村） 柳嶌八十八，関根角次，迎町弥五郎 長野三忠
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吉井村 吉井村
吉井 明治 23 年 4 月 三浦公明（共営社員） 山崎文五郎，逸見与三次，浅倉藤三

郎 長野三忠

水渡田 明治 23 年 安藤五作（大字吉井？） 岩井甚三郎
三瀬川

長畝村 長畝 明治 23 年 7 月 河原春樹 荷上典三兵衛 佐藤市之丞
潟上村 潟上 明治 22 年 12 月 渡邉増蔵，白井文一 高野豊吉 菊地小市

田野沢村 田野沢 岩田浅二郎 山本玉次郎 池田平左衛門
（助役）

正明寺村 正明寺 明治 22 年 12 月，明治 23 年
1 月 星井恭一郎 山本弥市郎 菊地小市

青木 明治 26 年 12 月 吉井半右衛門 安部文太郎 引野勝次郎

瓜生屋 明治 24 年 4 月
高野藤作（大字瓜生屋），霍間新平，
霍間文蔵，高野菊蔵，霍間豊作，古
藤藤吉

霍間三良平 引野勝次郎

新
穂
村

新穂村 新穂村 井内 本間二作，土岐熊次郎，石井宇吉，
石井義松，

黒部勝太郎，石井利平治，末武甚平，
後藤与八

上新穂 明治 26 年 12 月 吉井半右衛門 安部文太郎
下新穂 河原貫作 近藤甚七，影山大蔵，土屋覚十郎
新穂 菅沼彦司 渡邉扶二，高野喜八郎，本間幸作
北方 明治 24 年 7 月 市橋長三郎（大字北方） 原田清作

大野村 大野 明治 22 年 12 月，明治 23 年
7 月

金子長作，林繁，本間永吉，土屋純
平，鳥井嘉蔵，清水磯右衛門，市橋
虎蔵，酒井平吉，中川仁吉

金子長作 酒井平吉

武井 明治 23 年 田辺孝吉 土屋治左衛門 酒井平吉

国中村

舟下

皆川 明治 21 年 5 月 雑賀与七郎，金子幸次郎，磯邉孫二
郎

畑
野
町

畑野村

目黒 明治 26 年 8 月 生田左源次（大字目黒） 中川佐平次

安国寺 明治 26 年 4 月 本間岡三郎，佐藤吉十郎，本間長治
郎

本間岡三郎，佐藤吉十郎，本間長治
郎

寺田 明治 23 年 10 月 加藤三蔵，間浅治 信田杢蔵，渡部国蔵 本間藤七

畑野村 河内 明治 29 年 1 月，明治 31 年
3 月 新井忠作，木島耕山 小野若蔵，羽生徳五郎 山本伝十郎，広

田直雅

畑方 明治 31 年 3 月 今井貞治，原太市，高野周蔵，中川
大吉，熊谷長左衛門，本間貞治

中川大吉，本間貞治，高野周蔵，熊
谷長左衛門

畑本郷 金子太郎平，小田泰蔵，本間喜七
郎，熊谷与右衛門，中川源平

金子太郎平，小田泰蔵，熊谷与右衛
門，小田助左衛門，中川源平，本間
喜七郎

栗野江村

栗野江

坊ヶ浦 明治 23 年 10 月 加藤忠蔵 本間六蔵 計良茂左衛門
（村長代）

明治 28 年 9 月に，製図者池野平八郎，地主総代本間
半五郎，村長代理助役土屋泰治により補訂がなされた
か

長谷 明治 24 年 11 月 池野平八郎 谷川東平 中村重蔵

小倉村 小倉 明治 24 年，明治 24 年 11 月，
明治 27 年 4 月，11 月 木嶋百蔵，酒井珠津

中村重一郎，余吾伝次郎，青木信次
郎，藤原寅蔵，中村仲蔵，平田金
内，余湖親蔵，林泰蔵

中村由蔵，中村
重蔵

猿八 明治 29 年 1 月 菅沼彦司 田中武平次，本間芳蔵，大森邦蔵
（担当人） 猪股力蔵（助役）

三宮村 大久保 明治 23 年 10 月 金子市郎，木島耕山 大森五一郎（区長） 山本伝十郎
宮浦 明治 29 年 1 月 新井忠作 城内千代吉 山本伝十郎 同じもの 2 冊あり
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畑
野
町

畑野村 三宮村 麩田 所在不明
三宮 所在不明

丸山 明治 22 年 4 月 柳川権左右（西蒲原郡矢作村大字矢
作第 85 番戸） 細木伝十郎

松ヶ崎村 松ヶ崎村 河内 明治 28 年 9 月 尾竹楳吉，柳川権左右 計良長太郎
多田 尾竹楳吉
松ヶ崎 明治 27 年 6 月 柳川権左右 渡部萬次郎，青木長三郎
金丸 明治 22 年 9 月，明治 29 年 新井忠作，本間桂治，近藤猪蔵

金丸村 四日町 明治 22 年 10 月，明治 23 年
5 月 三浦公明（共営社員） 曽我吉十郎，金子長太郎，菊地寅蔵，

臼木兼蔵
長石 明治 21 年 7 月 北見賢治 逸見権左衛門 若林善一郎

阿仏坊 明治 27 年 12 月 池野平八郎 鈴木善八，鈴木善蔵，羽生英三，中
川宇平，本間惣治，土屋倉吉

竹田 明治 27 年 12 月 市橋栄吉 鈴木善八，鈴木善蔵，羽生英三，中
川宇平，土屋倉吉，本間惣治 石塚芳太郎

大川 明治 23 年 8 月，明治 27 年
12 月 遠藤徳平（大字大川） 小田惣太良，長野長右衛門，遠藤徳

平 高野平太良

真野村 国分寺 明治 28 年 8 月，12 月 遠藤徳平 若林庄蔵，長野與市良 石塚芳太郎

真野村 名古屋 明治 23 年 10 月，明治 27 年
10 月，12 月 遠藤徳平 本間源太郎

真
野
町

吉岡

明治 23 年 10 月，11 月，12 月，
明治 25 年 3 月，明治 27 年
12 月，明 治 28 年 5 月，6 月， 
12 月

遠藤徳三，加藤易三，市橋栄吉，長
野冶作，田上清三郎，遠藤徳平

真野 明治 25 年 3 月，明治 30 年
8 月 市橋栄吉，山口茂吉 鶴間兵左衛門，長権太郎，石塚芳太

郎，
新町 新町 明治 23 年 10 月 金子栄吉 山本彌次平 山本藤右衛門

豊田 明治 23 年 12 月 金子市郎 高橋繁蔵 松本八十八
恋ヶ浦村 滝脇 明治 24 年 1 月 臼杵作次郎 計良國藏

背合 明治 23 年 12 月 山田喜一郎 滝口儀平 松本八十八

川茂村 下黒山 明治 22 年 2 月 今井作次郎，今井宗次郎 金子秋麿 風間安右衛門
静平 明治 21 年 12 月 有田田六（大字羽茂本郷） 印銀儀平，金子清三郎，倉内庫蔵 風間安右エ門
大須 明治 23 年 9 月 山田喜一郎 金子小十郎 佐々木甚太郎
小立 明治 23 年 9 月 山田喜一郎 金子小十郎 佐々木甚太郎
大立

小布施村 倉谷
西三川村 田切須 明治 23 年 11 月 佐々木俊平 佐々木駒吉 佐々木甚太郎

笹川 明治 24 年 10 月 岡田貞吉 山本年松
西三川 明治 24 年 10 月 岡田貞吉 笹井吉十郎 佐々木甚太郎
高崎 明治 24 年 10 月 岡田貞吉 中川三七郎 佐々木甚太郎

亀ノ背村 椿尾 明治 21 年 12 月 山崎藤太郎，今井作次郎，岡崎林蔵，
安藤惣六 高野国松 安藤真吉

小
木
町

小木町

小比叡 明治 22 年 5 月 藍原儀八，近藤猪蔵 金子三吉 赤塚左一郎 地租改正図あり
堂釜 明治 21 年 7 月 金子音吉，金子助九郎，金子周蔵 金子伊津三 赤塚左一郎
井坪 明治 21 年 10 月 藍原儀八 佐藤兵衛 赤塚左一郎

小木町 大浦 明治 21 年 12 月 藍原儀八，池与作 本間四郎左衞門 赤塚左一郎
木流 明治 21 年 金子助九郎，冨田蔀 大倉後藤平 赤塚左一郎
木野浦 明治 21 年 7 月 山口茂吉 中野尾仲次郎 赤塚左一郎
小木町 明治 28 年 10 月 山口茂吉 桃井清平，菊地作兵衛 増山寛二郎 地租改正図あり。字上野について別冊。
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小
木
町

小木町 岬村

小木 明治 21 年 5 月 桃井由蔵 風間乙吉 石塚彦左衛門
琴浦 会田節太郎 石塚小八郎 石塚彦左衛門
金田新田 明治 21 年 11 月 風間濤平 笠木甚兵衛 石塚彦左衛門
田ノ浦 明治 21 年 5 月 東靏之進 本間富蔵 石塚彦左衛門
江積 明治 21 年 7 月 金子助九郎 本間権四郎 石塚彦左衛門
沢崎 明治 22 年 1 月 濱田七蔵，本間弥吉
深浦 明治 21 年 12 月 風間濤平 佐久間繁蔵 石塚彦左衛門
犬神平 明治 21 年 12 月 風間濤平 青木庄兵衛 石塚彦左衛門
強清水 明治 21 年 12 月 風間濤平 本間三郎平 石塚彦左衛門
宿根木 明治 21 年 5 月 山口茂吉 高津嘉左衛門 石塚彦左衛門

大橋村

三瀬 明治 21 年 11 月 山本元治郎，藍原儀八，本多豊見，
荒木栄吉 礒田栄蔵，石塚藤三郎（飛地分） 河野勘太郎 飛地冊子あり

大石 会田節太郎 堀切仙蔵 河野勘太郎

大橋 明治 22 年 1 月
山田源蔵，金子浅治郎，中川乙八，
春日弁治郎，河野勘太郎，海老名十
重吉，中川伊勢蔵，藤井徳平

三浦宇吉 山田宅蔵 村長は後筆か。飛地冊子あり

羽茂村 羽茂本郷 明治 22 年 12 月，明治 23 年
9 月，10 月，11 月，12 月 荒貴栄吉，北嶋佳樹 藤井久五郎 駒形直清

羽
茂
町

羽茂北郷
村 飯岡 明治 21 年 5 月，明治 22 年 1

月

伊藤忠次郎，金子小十郎，藤川鉄蔵，
本間弥十郎，影向三十郎，大屋平左
衞門，大場忠三郎

飛地冊子あり

上山田 明治 23 年 12 月 直地弁次郎 金子甚十郎 飛地冊子あり

千手村 大崎 明治 23 年 5 月 葛原五平 草木治郎平 川内鬼太郎
滝平 明治 22（27）年 4 月 駒形亀次郎 川内鬼太郎 川上関蔵 明治 22 年とある上から 7 と書き換え

西三川村 亀ノ背村

村山 明治 23 年 12 月 畠野宰助 有田鶴松 若林助太郎
小泊 明治 22 年 5 月 金子助九郎，山田喜一郎 岡崎松伊 安藤真吉

亀脇 明治 21 年 5 月（凡例は明治
22 年 5 月） 金子助九郎，山口茂吉 笠井由蔵 安藤真吉

川茂村

外山 明治 26 年 11 月 笹倉熊太郎，山口茂吉 加藤与八郎 金子清三郎
上川茂 明治 26 年 3 月 小林元四郎 池野与一郎 風間安右衛門

下川茂 明治 22 年 4 月，5 月，明治
23 年 4 月 伊達吉直，山田喜一郎 風間彦三郎 風間安右衛門

真浦村

大杉 明治 21 年 12 月 有田田六

赤
泊
村

杉野浦 明治 22 年 1 月 桝谷国松（三島郡寺泊町），山口茂
吉

赤泊村 新保 明治 22 年 1 月 山口茂吉，菊地吉蔵，渡部初太郎，
渡部忠造，渡部金吾

柳沢 明治 22 年 1 月 桝谷国松，山口茂吉
真浦 明治 22 年 1 月 三田村惣平，山口茂吉

赤泊村 赤泊 明治 22 年 11 月 山田喜一郎 中川長三郎 田辺九郎平
徳和村 徳和 明治 27 年 1 月 山口茂吉 渡部諶平 羽豆太郎三郎

三川村 三川 明治 22 年８月 山口茂吉，藤原謙太郎 近藤栄蔵 猪股弥平 山口茂吉の代印もあり
莚場 桝谷国松 矢下田源五郎 猪股弥平

両
津
市

岩首村 岩首村

岩首 大道善観 記載なし 記載なし
東鵜嶋 明治 22 年 12 月 尾竹楳吉 北野猪之吉 記載なし
柿野浦 明治 21 年 12 月 長嶌寅吉 佐藤五良吉 記載なし

豊岡 明治 23 年 4 月，明治 25 年
3 月再調製 加藤易三，柳川権左右 伊藤甚蔵 石塚孫三郎 再調製は一部のみ

立間 柳川権左右 本間茂吉 石塚孫三郎
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赤玉 明治 22 年 1 月 今井作次郎 全図（3000 分の 1）あり
鮑 明治 22 年 斎藤陸三郎，小森平治
東立島 明治 23 年 8 月 小嶋嘉平 菊池泰造 織田権七

水津村 水津村

東強清水 明治 21 年 11 月

全図あり（明治 23 年 6 月調製，分見師　西蒲原郡矢
作村大字矢作　第四拾壹番戸　小森平治，製図者　西
蒲原郡大字田中新田第四番戸　斎藤陸三郎，製図者　
西蒲原郡大字矢作第八拾三番戸　柳川権左右）

野浦 明治 23 年，明治 21 年 11 月 臼杵喜太郎，山形龍太郎，臼杵喜太
郎 全図あり（年不詳，製図者臼杵喜太郎）

月布施 明治 22 年 4 月 今井総次郎 全図（3000 分の 1：明治 22 年 4 月調製，製図者今井
総次郎）あり。

片野尾 明治 39 年
水津 明治 23 年 8 月 新保吉三郎 織田嘉蔵 織田権七

富岡村

大川 所在不明
羽二生 明治 23 年 8 月，10 月，11 月 藍原儀八 甲斐八百八 本間七次郎
両尾 明治 23 年 6 月 新保秀治郎 織田弁次郎 本間七次郎
椎泊 明治 22 年 9 月 新保秀治郎 椎善蔵 本間七次郎

河崎村 川崎 明治 24 年 7 月 苅部清三郎 白井新蔵 松木伊与吉 昭和 3 年 2 月（製図者猪股角蔵，河崎区長　池甚吉，
河崎村長　角坂二吉）のものもあり。

河崎村

明治村

下久知 明治 24 年 7 月 21 日，28 日 粕谷為三郎 熊谷太市郎
久知河内 明治 24 年 6 月 20 日 粕谷為三郎 菊池亀吉 三国五郎次
城腰 今井総次郎

原黒 品川冨士松 松永佐太郎，藤井五郎吉，藤井音吉，
本間佐七 三国五郎次

両
津
市

住吉 明治 24 年 6 月 20 日，24 日，
7 月 15 日 粕谷為三郎 石川弥八，石川伝五郎，石川九平，

石川源吉，近藤甚作
吾潟村 吾潟 明治 23 年 2 月 新保吉三郎 土屋八代作 菊池小市

長江 明治 23 年 12 月 市橋栄吉 高野久蔵 伊藤久四郎
長江村 上横山 明治 22 年 6 月 戸田清之助 神蔵新八郎 伊藤久四郎

下横山 明治 22 年 5 月 戸田清之助 加藤昌雄 伊藤久四郎

吉井村

秋津村

秋津 明治 27 年 12 月 伊藤仁作 古堀文次郎，木下冨蔵，伊藤与市，
本間長十郎 横地寿一

潟端 明治 28（23）年 10 月 市橋栄吉 伊賀長四郎，甲斐多吉，甲斐伝三郎，
池野儀平

伊藤清一（助
役），（池田球蔵）

池野の名の上から紙が貼られ，伊賀の名が書かれる。
明治 28 の 8 は 3 が抹消された上から書かれている。
助役の名も池田球蔵の名が抹消された上から書かれて
いる。

吉井村 立野 明治 22 年 8 月 戸田清之助 野尻森平，原仁作 長野三忠
旭 明治 23 年 8 月 小山常蔵 関口七郎平，田中弥太郎，田中磯吉 長野三忠

両津町

湊町 湊 明治 21 年 12 月 竹内啓光 大正 2 年 1 月謄写（製図者吉田新吉）。全図（3000 分
の 1）あり。

夷町 夷 明治 23 年 11 月 三浦公明（加茂郡吉井村共営社員） 白須甚右衛門，佐野喜平次，岩原伊
三次，（中田友吉，本間平吉） 土屋六右衛門

大正 2 年 1 月謄写（製図者　吉田新吉）。昭和 36 年 11
月謄写図（地図作製者　土地家屋調査士　高橋輝雄）
もあり。

加茂村

加茂歌代 加茂歌代 明治 23 年 9 月，10 月，明治
24 年 10 月，明治 24 年 大畠虎吉 斎藤善十郎，伊藤勘五郎 榎武吉

梅津村 梅津 明治 24 年 8 月 高橋清一郎 伊藤竹次郎 市橋藤蔵 山林図冊子あり（大正 5 年 1 月調製，賀茂村長本間太
郎八，総代高橋玉蔵，製図者市橋茂三郎）

羽吉村 羽吉 明 治 28 年 12 月（27 年 7 月
を朱線抹消） 市橋文内（羽吉村） 佐々木三七郎，高橋八代吉

髙井兵次（土屋
元次を朱線抹
消）
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両
津
市

加茂村

羽吉村 椿

北五十里 明治 26 年 6 月 吉田耕太郎 本間惣十郎，瀬波八十郎，本間五吉
郎 土屋元治

山林図冊子あり（大正 12 年 1 月調製，賀茂村長市橋
茂市，総代濱田八十次，本間永吉，木下玉太郎，製図
者市橋茂三郎）

白瀬
玉崎 明治 24 年 1 月 木下万太 後藤貞蔵 岩城作太郎

内浦村 和木 明治 26 年 10 月 木下万太 高橋与四平，石塚林平，久保栄蔵 岩城作太郎 山林図の冊子あり（大正４年２月１３日調製　吉田新
吉）

馬首 明治 26 年 11 月 木下万太 本間太一 岩城作太郎
北松ヶ崎 明治 23 年 8 月 吉田耕太郎 菊地惣吉，斎藤多中 岩城作太郎
平松 明治 23 年 8 月 忠平栄太郎 平片乙次 岩城作太郎
浦川 明治 22 年 12 月 吉田耕太郎 佐藤庄平 岩城作太郎
歌見 明治 27 年 10 月 木下万太 家田権三郎 岩城作太郎

内海府村 内海府村

黒姫 明治 22 年 5 月 市橋栄蔵 佐藤光五郎 佐藤四郎平
虫崎 明治 23 年 11 月 5 日 小泉信（五十里町字籠町）
北小浦 明治 22 年 12 月 川上広次，米津作蔵 川端仲蔵 佐藤四郎平 大正３年９月謄写　吉田新吉　の印あり
見立 明治 22 年 7 月 市橋栄蔵 山田千次郎 佐藤四郎平 大正３年９月謄写　吉田新吉　の印あり

鷲崎 明治 22 年 10 月，11 月，12
月 市橋栄蔵 瀧本庄吉 佐藤四郎平

願 明治 22 年 12 月 杉山愛三 川上梅蔵，本間大郎，斎藤東作
外海府村 外海府村 北鵜嶋 明治 22 年 12 月 杉山愛三 水本勝蔵，土屋民蔵，山本与七

真更川 明治 23 年 7 月 本間兼司 濱口猪次郎 田上績

別表 ２　『相川町字図』所収地籍図一覧

町名 図幅タイトル 調整年 製図者 地主惣代 町村長等 備考
羽田町 大字羽田町全図 明治 21 年 9 月 杉山熊［　　　］ 加藤［　　］，渡部［　　］，杉山［　　］ 破損のため読めず
江戸沢町 雑太郡相川江戸沢町全図 明治 21 年 10 月 山本二八郎
一町目 雑太郡相川壱町目全図 明治 21 年 10 月 山本二八郎（相川三町目）
一町目裏町 雑太郡相川壱町目裏町全図 明治 21 年 10 月 山本二八郎
新材木町 雑太郡相川新材木町全図 明治 21 年 10 月 杉山熊太郎 岩佐嘉伊蔵，瀬下金太郎，木嶌篤平
材木町 雑太郡相川材木町之図（裏書） 明治 21 年 9 月 杉山熊太郎 今井増蔵，藤村三平，相馬儀太郎
板町 雑太郡相川板町之図 明治 21 年 10 月 杉山熊太郎 小林市蔵，平井金太郎，本間三平
塩屋町 雑太郡相川塩屋町之図 明治 21 年 10 月 杉山熊太郎 早川勇達，渡部祐助，小池又平
石扣町 雑太郡相川石扣町之図 明治 21 年 9 月 杉山熊太郎 中堀春蔵，布田登吉
小六町 雑太郡相川小六町之図 明治 21 年 10 月 杉山熊太郎 笠井五平，山田信蔵，小林勘四郎
新西坂町 雑太郡相川町新西坂町之図 明治 21 年 9 月 杉山熊太郎 中堀春蔵，布田登吉
下寺町 雑太郡相川下寺町全図 明治 21 年 10 月 山本二八郎
五郎左衛門町 雑太郡相川五郎左衛門町全図 明治 21 年 10 月 山本二八郎
市町 雑太郡相川市町之図 市川兵七，木村貝蔵，佐々木廉蔵
三町目新浜町 雑太郡相川三町目新浜町全図 明治 21 年 10 月 山本二八郎
三町目 雑太郡相川三町目全図 明治 21 年 10 月 山本二八郎 川嶋立蔵，山本二八郎
三町目浜町 雑太郡相川三町目浜町全図 明治 21 年 10 月 山本二八郎
四町目 雑太郡相川四町目全図
二町目 雑太郡相川二町目全図 明治 21 年 10 月 山本二八郎
二町目浜町 雑太郡二町目浜町全図 明治 21 年 10 月 山本二八郎
二町目新浜町 雑太郡相川二町目新浜町全図 明治 21 年 10 月 山本二八郎
下戸町 雑太郡相川町大字下戸町全図 西山清蔵，山田輝吉，山田篤三郎
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下戸浜町 佐渡郡相川町大字下戸浜町全図 明治 29 年 12 月 鈴木亨治 山本三次，中村品吉，山本国蔵 森知幾（相川町長）
下戸炭屋浜町 雑太郡相川下戸炭屋浜町全図
馬町 雑太郡相川馬町之図 明治 21 年 10 月 野田嘉吉，本間六平
坂下町 雑太郡相川坂下町之図 明治 21 年 9 月 杉山熊太郎 杉山啓次，浅香周次郎，松本喜三次
濁川町 雑太郡相川濁川町之図 明治 21 年 9 月 杉山熊太郎 浅見副詮，喜多清次郎，谷口忠作
紙屋町 佐渡郡相川町大字紙屋町図面 明治 29 年 12 月 山本亀蔵 中山北治郎，中島七平，近藤半五郎
炭屋町 雑太郡相川炭屋町之図 明治 21 年 9 月 杉山熊太郎 山本伊三吉
大間町 雑太郡相川町之内大間町全図 明治 21 年　月 古土平次郎 伊藤与八，大隅季太郎，渡邊三郎平
水金町 佐渡郡相川町大字水金町全図 明治 30 年 11 月 井関伯次 青柳雄三，田近愛藏，上田米蔵
上京町 上京町全図 山尾次七（上京町）
中京町 雑太郡相川中京町之図 明治 21 年 9 月 杉山熊太郎 安達八十吉，池田栄二郎，増井泰蔵
下京町 雑太郡相川下京町之図 明治 20 年 9 月 杉山熊太郎 中川庫吉，田中利平治，藤井太左衛門
八百屋町 雑太郡相川八百屋町之図 明治 21 年 9 月 杉山熊太郎 田中利平治，藤井太左衛門，中川庫吉
会津町 佐渡郡相川町大字会津町全図 明治 30 年 6 月 柏村末吉 高橋与一，高橋貞蔵
味噌屋町 雑太郡相川味噌屋町之図 明治 21 年 9 月 杉山熊太郎 藤井太左衛門，田中利平治，中川庫吉
長坂町 相川町大字長坂町全図 明治 21 年 9 月 杉山熊太郎 本間林蔵，藤井代次郎，渡部卯三郎
西坂町 佐渡郡相川町大字西坂町之図 明治 21 年 9 月 山田奥手 渡部卯三郎，本間林蔵，藤井代次郎
夕白町 明治 21 年 7 月 渡部松次，村上元治，菊池芳造
四十物町 雑太郡相川四十物町之図 明治 21 年 9 月 杉山熊太郎 小林兼次郎，小池虎蔵，中川喜三郎
米屋町 雑太郡相川米屋町之図 明治 21 年 9 月 杉山熊太郎 黒田透，本間利吉，松本文五郎
左門町 雑太郡相川左門町之図 明治 21 年 9 月 杉山熊太郎 味田金吾，冨田三太郎，本間伊之吉
大床屋町 雑太郡相川大床屋町之図 明治 21 年 9 月 杉山熊太郎 味田金吾，冨田三太郎，本間伊之吉
六右衛門町 雑太郡相川六右衛門町之図 明治 21 年 9 月 杉山熊太郎 味田金吾，冨田三太郎，本間伊之吉
新五郎町 雑太郡相川新五郎町之図 明治 21 年 9 月 杉山熊太郎 田中松蔵，山本初五郎，佐々木幸次郎
大工町 雑太郡相川大工町之図 明治 21 年 9 月 杉山熊太郎 有田善吉，菊池作蔵，高田□三郎 破損のため読めず
次助町 雑太郡相川次助町之図，雑太郡相川次助町飛地之図 明治 21 年 9 月 杉山熊太郎 金子甚平
上相川町 雑太郡相川上相川町外拾壱ヶ町之図 明治 21 年 9 月 杉山熊太郎 青柳茂作，小林弥三吉
南沢町
小右衛門町 雑太郡相川小右衛門町之図 明治 21 年 9 月 杉山熊太郎 青柳茂作，小林弥三吉
嘉左衛門町 雑太郡相川嘉左衛門町之図 明治 21 年 9 月 杉山熊太郎 堀田金次，林増蔵
柄杓町 雑太郡相川柄杓町之図 明治 21 年 杉山熊太郎 青柳茂作，小林弥三吉
奈良町・茶屋町 雑太郡相川奈良町茶屋町之図 明治 21 年 9 月 杉山熊太郎 青柳茂作，小林弥三吉
宗徳町 雑太郡相川宗徳町之図 明治 21 年 9 月 杉山熊太郎 堀田金次，林増蔵
五郎右衛門町 雑太郡相川五郎右衛門町之図 明治 21 年 9 月 杉山熊太郎 堀田金次，林増蔵
清右衛門町 雑太郡相川清右衛門町之図 明治 21 年 9 月 杉山熊太郎 堀田金次，林増蔵
庄右衛門町 雑太郡相川庄右衛門町之図 明治 21 年 9 月 杉山熊太郎 渡部伊太郎，杉山玖太郎，小林大吉
諏訪町 雑太郡相川諏訪町之図 明治 21 年 9 月 杉山熊太郎 小林留吉，高橋冨蔵
上寺町 雑太郡相川上寺町之図 明治 21 年 9 月 杉山熊太郎 金子甚平
中寺町 雑太郡相川中寺町之図 明治 21 年 9 月 杉山熊太郎 上西長十郎，竹田多四郎，土田善六
下戸炭屋裏町 雑太郡相川下戸炭屋裏町之図 田畑泰蔵，中川弥平次
下戸炭屋町 雑太郡相川下戸炭屋町之図 田畑泰蔵，中川弥平次
北沢町 雑太郡相川北沢町之図 明治 21 年 9 月 杉山熊太郎 浅香周次郎，杉山啓次，松本喜三次
柴町 新潟県佐渡国雑太郡相川柴町図 明治 20 年 8 月 山本作十郎，本間駒次郎，井関才平
弥十郎町 明治 21 年 7 月 菊池芳造，古森伊之吉，村上元治
一町目浜町 雑太郡相川壱丁目浜町丈量絵図 明治 19 年 8 月 田中太十郎，西山忠五朗，伊藤嘉十郎
下山之神町 雑太郡相川下山之神之図 明治 21 年 9 月 杉山熊太郎 浅香周次郎，杉山啓次，松本喜三次
海士町 雑太郡相川海士町之図 磯西甚蔵，厳川三次郎，陰山定次郎




